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編集後記 

金子 晋丈  
慶應義塾大学 DMC 研究センター副所長 

慶應義塾大学理工学部准教授 

DMC 紀要第 12 号をお届けします。 
本年度のシンポジウムは、これまでの情報流通や知の流通を担ってきた図書館に携わる

研究者を中心に、デジタル時代の知の流通とはどうあるべきか、その論点が何なのかにつ
いて議論をしました。本号に収録したシンポジウムの記録をご覧いただければ、講演とパ
ネルディスカッションで言葉として表現された課題のみならず、さまざまな問題提起が読
者のみなさまにも巻き起こり、シンポジウムの雰囲気を擬似的に体験できるのではないか
と思います。
改めて、デジタル時代の情報との向き合い方や情報の作り手、そして受け手がシステム

を介してどのような情報に関する生態系を作り上げていくのかに直面する時間でもありま
した。決して 1 回のシンポジウムで全てを話し切れるわけでも解決できるわけでもありま
せんが、こういったシンポジウムでの議論に基づき、DMC の今後の研究活動や、また社
会とともに次世代の知の流通をどのようにすべきか、我々一人ひとりが考えなければなら
ないと思っています。 

DMC の今後の活動にご期待ください。 
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